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河口堰とは？
汽水域に建築される堰。

堰＝15メートル以下のダム。

河口堰建設の目的
潮止め。

長良川河口堰
1960年に構想。
1968年に閣議決定

1988年に着工
1995年に運用開始。

高度経済成長を支える伊勢湾コンビ
ナートへの淡水供給

過大な水需要予測
環境への負荷

強い反対運動
安八水害（1976年）を機に
主目的を治水に切り替えた

治水目的の浚渫→塩水の遡上→河口堰による塩害の防止

「鮎が大切か、人命が大切か」



汽水域の破壊
ヘドロの堆積
ヤマトシジミの激減
イトメ、ゴカイ、ベンケイガニの絶滅

湖沼化
ヨシ原の激減
藻類の集積
ユスリカの増加とその後の減少
マシジミの激減
宮田吸虫の減少
環境ホルモン金属など化学物質の堆積
外来種の増加（ブラックバス、カワヒバリガイ）

回遊魚の減少
アユ漁獲の減少
サツキマスの減少

長良川河口堰の環境への影響



マシジミとヤマトシジミ

揖斐川15km（河口から）地点

底質は砂

ヤマトシジミ

マシジミ



ヤマトシジミ

揖斐川4km（河口から）地点

底質は砂

ヤマトシジミ



長良川4km（河口から）地点

表面は薄茶色、内部は真っ黒な

ヘドロ

２００９年８月２２日



図１．長良川4km（河口から）地点

表面は薄茶色、内部は真っ黒なヘドロ
２００８年６月２８日



揖斐川長良川
河口から４ｋｍ

酸化還元電位

マイナス プラス

砂ヘドロ



酸化還元電位

プラス： 酸化を受けやすい状態。
酸素を与える物質が豊富。
酸素が豊富にある。

マイナス：酸素を奪われやすい状態。
酸素を奪う物質が豊富。 。

と、分解のために酸素が奪わ
れやすい状態になる。



1994(H6)年土質分類

シルト・粘度

砂・砂礫

中部地方ダム等管理フォ
ローアップ委員会（堰部
会） 平成16年次報告書

２−１４

p.3-1

河口堰

1995年7月から河口堰は稼働



長良川河口堰

H6~7年H15~16年

酸化還元電位



川底20 cm x20 cm当たり
2-3回の平均

5月22日 7月10日 8月7日

揖斐川15 km 1 1 5

4 km 14 14 13

長良川30 km 0 0 0

25 km 0 0 0

15 km 0 0 0

4 km 0 0 0

採泥機によるヤマトシジミの採集数（2010年）

１個体以上は小数点以下四捨五入

ヤマトシジミ（汽水性）



長良川の漁獲量

国土交通省の聞き取り調査

シジミ漁

河口堰中部地方ダム等管理フォ
ローアップ委員会（堰部
会） 平成16年次報告書

４−８２



1997年7月

堰下流のヘドロ



1997年7月

ヘドロの中に
貝殻はごくわ
ずか



1996年6月

ヘドロの中の
ヤマトシジミ
の死骸

ヤマトシジミが生
息していた証拠

この辺りは以前か
ら変わっていない
（建設省）



平成７年２月７日
〜２月１１日

平成６年９月８日
〜９月１０日

河口堰

河口堰



16/3/4

nt/nt/5 ORP=+240

3/nt/0

ORP=-133

0/0/0

ORP=-234

20m

30m

50m

右岸より 1/3 川幅

水深0.4m

水深1.9m

水深2.5m

水深3.4m

長良川河口堰下流（4.5km)地点のヤマトシジミの生息状況

右岸

2010年
シジミ個数： 5月／7月／8月

nt:調査せず



ゲート閉鎖期間

ゲート閉鎖中の溶存酸素濃度

表層

低・底層

長良川河口堰調査 報告書（第２巻）
４−３２

大潮

常時川底の酸素濃度が低下する。大潮の時は若干上昇する。

3mg/L

3mg/Lを割り込む貧酸素常態が出現

大潮

小潮
小潮



大潮
大潮 小潮

小潮

ゲート解放時の溶存酸素濃度
長良川河口堰調査 報告書（第２巻）
４−３３

小潮時のみ川底の酸素濃度が低下する。
3mg/L

3mg/Lを割り込む貧酸素常態は出現しない。

1994年11月試験湛水後



ゲート閉鎖中の塩化物イオン濃度
長良川河口堰調査 報告書（第４巻）
７−６１

大潮満潮でも塩分濃度勾配は鉛直方向

1,000

500

200

p.7



長良川河口堰調査
報告書（第２巻）
４−４３４

小潮
引き潮時 逆流

河口堰

河口堰

河口堰

海側

ゲート閉鎖で、引き
潮時にも発生する逆
流

p.8



河川水

海水

河床

ゲート

水流 沈殿

図 河口堰によって川底の低酸素とヘドロ発生のメカニズム

低酸素

p.1

ヘドロ ヘドロ

時に低酸素

ゲート



Yahoo百科事典より



図２．イトメの生殖型．2009 年11 月18 日，
揖斐川6.8 km 地点右岸．

籠橋数浩＊・千藤克彦・古屋康則・長野浩文



Decapediaより

アカテガニ

ベンケイガニ



図３．1998 年7 月の長良川16 km 地点左岸におけるイトメ採集

この時、すでに２個体のみの採集となっていた。

籠橋数浩＊・千藤克彦・古屋康則・長野浩文



図１０．堰運用から14 年後のベンケイガニ類の個体数密
度．
2009-2010 年調査． 千藤克彦＊・山内克典・伊東祐朔



汽水域の破壊
ヘドロの堆積
ヤマトシジミの激減
イトメ、ゴカイ、ベンケイガニの絶滅

湖沼化
ヨシ原の激減
藻類の集積
ユスリカの増加とその後の減少
マシジミの激減
宮田吸虫の減少
環境ホルモン金属など化学物質の堆積
外来種の増加（ブラックバス、カワヒバリガイ）

回遊魚の減少
アユ漁獲の減少
サツキマスの減少

長良川河口堰の環境への影響



面から線へ、線から点へ、そして消滅

１年目

６年目

１５年目

資料：山内克典岐阜大学名誉教授



自然の潮汐による水位変動

河口堰による水位調整
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アオコも見られるようになった。

木曽三川公園川辺



なぜ、マシジミまで居なくなったのか？

1995年堰運用後
シジミは豊漁だった
汽水性のヤマトシジミに加え
淡水性のマシジミも加わった。

1999年
マシジミも消失した。

シジミプロジェクト調査

15kmマウンドあたり



採泥機による淡水性シジミの採集数（2010年）

１個体以上は小数点以下四捨五入

5月22日 7月10日 8月7日

揖斐川15 km 2 2 2

4 km 0 0 0

長良川30 km 0 0 0

25 km 0.7 0 0.7

15 km 0 0 0

4 km 0 0 0

川底20 cm x20 cm当たり
2-3回の平均



長良川15km（河口から）地点

真っ赤な大きなユスリカ幼虫



ユスリカ
環境の指標動物

• ハエ目昆虫。

• 日本で約1,000種、世界では約10,000
種。

• ４齢期間の幼虫期、蛹を経て成虫にな
る。

• 生息域および生態は極めて多様 。



ユスリカ生息数の変化



ユスリカの生息数は堰運用によって劇的に増加した。
汽水域は塩水が遡上し、淡水性のユスリカは生息しにくい。
→淡水化により生息域を増加。

堰運用から７年ほど経過し、ユスリカは減少し始めた。

なぜ、ユスリカも減少しているのか？

ユスリカ種数
1993年 55 種
1997年 67 種
2002年 35 種



宮田吸虫

大きさ 1~1.5 x 0.45~0.73 mm

小腸に寄生



宮田吸虫の一生

ほ乳動物の小腸
鳥類？

成虫

虫卵

水中

セルカリア

ふ化

アユへ寄生
鱗でメタセルカリア

となる

カワニナ（巻貝）

便

泳ぎ出す

泳ぐ

捕食



アユ鱗の宮田吸虫寄生数
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長良川は養殖池になってしまったのか！



なぜ、宮田吸虫も減少しているのか？

カワニナの減少？

採集日：08年7月2日



ビスフェノールＡ

• 用途・・・有機化学製品用（接着剤、合成樹脂）、

添加剤（樹脂用、紙用）、ポリカーボネート

樹脂、エポキシ樹脂などの原料。

• 性質・・・水溶解度120mg/L
比重1.195     白色針状晶

Ｃ ＯＨＨＯ

ＣＨ３

ＣＨ３

環境ホルモン



アルキルフェノール

• Ｃ４～Ｃ９までが環境ホルモンとして疑われていて、ノ
ニルフェノール（Ｃ９）、オクチルフェノール（Ｃ８）など
がある。

• 界面活性剤の原料となるアルキルフェノールエトキ
シレートの原料として使われている。

ＯＨＣｎＨ２ｎ＋１

環境ホルモン



調査地点

（河口からの
距離）

ビスフェノールA
Apr

4t-オクチルフェ
ノール

Apr/Jul

4-ノニルフェ
ノール

Apr/Jul

揖斐長良川
2

32.5 -/0.3 5.8/6.5

長良川 4 14.2 -/1.0 16.8/12.2

6 25.6 -/0.3 44.7/25.5

20 15.2 -/0.2 21.1/8.1

34 50.1 -/2.2 50.0/64.0

35 nt 3.0 58.6

37 nt - -

揖斐川 6 1.5 -/- 4.6/4.3

20 3.1 -/0.4 8.4/11.9

25 nt nt/0.8 nt/29.3

表３．底質の環境ホルモンの濃度

μg/kg

2005年実施-:検出下限以下、 nt:測定せず



汽水域の破壊
ヘドロの堆積
ヤマトシジミの激減
イトメ、ゴカイ、ベンケイガニの絶滅

湖沼化
ヨシ原の激減
藻類の集積
ユスリカの増加とその後の減少
マシジミの激減
宮田吸虫の減少
環境ホルモン金属など化学物質の堆積
外来種の増加（ブラックバス、カワヒバリガイ）

回遊魚の減少
アユ漁獲の減少
サツキマスの減少

長良川河口堰の環境への影響
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河口堰運用開始
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環境の復元

試験開門

開門の影響
治水：影響なし。
利水：使えなくなる用水の代替等が必要。
塩害：脅しにすぎない。



河口堰が必要な理由

中部地整HP





河口堰 10 15 20 25 30
km

-6

-4

-2

海抜（m）

昭和45年

平成6年

長良川河床縦断面（平均）の推移

平成10年

マウンド

河口からの距離



河口堰 10 15 20 25 30
km

-6

-4

-2

海抜（m）

平成6年

浚渫終了後の長良川河床縦断面（平均）の推移

平成10年

マウンド

平成23年

河口からの距離



計画高水流量の変更
4,500m3/secから7,500m3/sec 1963年（昭和38年）

浚渫計画の変遷



河口堰を必要としない場合の浚渫計画量
と実際の河積増加量



浚渫計画量 = 2,400万m3

実際にどれだけ浚渫されたのか？

実際の浚渫量

1970年（昭和45年）～1988年（昭和63年） 500万m3

昭和63年～平成9年 1,000万m3

合計 1,500万m3

浚渫は1997年（平成9年）まで続けられたが、
1998年（平成10年）以降は行われておらず、
計画も無い。

そして、
8,000 m3/秒 は流れた！

2004年10月



塩化物イオン濃度 200 mg/L
となるのは１９ｋｍー２０ｋｍあたり

マウンド

墨俣流量 ３５ m3/s

長良川河口堰調査 報告書（第４巻）
７−４０

長良川（マウンド有り）

塩水はマウンドを越えて、はる
か上流に遡上している。

1994年11月11日

19

小潮・満潮時

海側
上流



2000

マウンド

20

墨俣流量 ３０m3/s

1994年11月18日

大潮・満潮時

長良川（マウンド有り）

海側
上流

2000mg/Lの塩水は
マウンドを越えている

塩化物イオン濃度 200 mg/L
となるのは２０ｋｍあたり



標
高

T
P
・
m

0 5 10 15 20 25 30 距離標 km

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

2.0 28m3/s

44m3/s

71m3/s

130m3/s計画河床

図3・4-6 浚渫後の弱混合時の塩水遡上距離への流量の影響

長良川塩水遡上シミュレーション

長良川河口堰に関する技術報告 平成４年４月 建設省 河川局 建設省 土木研究
所 水資源開発公団 ３−３３



25

塩水を河口堰上流に入れて

河口堰を閉じる

塩水は上流へ上る

塩水遡上の最大

河口堰を開けると塩水は流される

マウンド
河口堰完成、マウンド浚渫前

5000

海側
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130m3/s計画河床

800m3/s
800m3/s 比例式で求めた計算値

流量が多くなれば塩水を押し戻す

実測値

実測値と計算値は大きく外れる

このシミュレーションは長良川に当てはまらない

河口堰



平成６年１１月１１日
小潮時、墨俣地点流量 約３５m3/s

長良川河口堰調査 報告書（第４巻）
７−５０

マウンド

塩水遡上は２０ｋｍあたり

平成７年１月２６日
小潮時、墨俣地点流量 約７５m3/s

長良川

15

2,000mg/L



塩化物イオン (mg/L)
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木曽川水系連絡導水路事業 環境レポート（案） ２分冊の２ 資５−１９（補足検討項目１−１）

H21.1.22
冬期：中潮時
木曽川大堰日平均放流量：87.12m3/s

1,600mg/L
塩淡水境界



塩化物イオン濃度 200 mg/L
となるのは１９ｋｍー２０ｋｍあたり

墨俣流量 ３５ m3/s

長良川河口堰調査 報告書（第４巻）
７−４０

長良川（マウンド有り）

楔の先端は
水平方向の
勾配

1994年11月11日

19

小潮・満潮時

マウンド



塩水はマウンドで止まっていない。
河口堰運用前に、マウンド以外の浚渫は完了している。

河口堰運用前に塩害は無かった。

河口堰を開けても、運用前と同じ程度の塩水遡上と予想される。

河口堰を開けても塩害は発生しない。

河口堰を開けても塩害は発生しない。



鳩山由紀夫 元首相

長良川河口堰が

開く予感



2000. 5. 2

シジミ漁師のジョレンの中身

菅直人前首相

長良川河口堰

なぜ開かないの？


